
1 

 

第 9 回 古川西部地区総務部会 報告書 
 

開催月日 令和 4 年 2 月 17 日（木） 午後 7 時～午後 8 時 

開催場所 志田地区公民館 ホール 

出席者 

●古川西部地区総務部会員 15 名 

志田小学校：川股剛，高橋健一，石川喜洋 

西古川小学校：栗山隆，福原智子，宮内藍 

東大崎小学校：平栗秀勝，伊藤陽子，手代歩美 

高倉小学校：千田正美，柏倉美穂，千坂奈々 

古川西中学校：齋藤昭子，佐藤正幸，横堀明 

●事務局（教育総務課学校教育環境整備推進室） 4 名 

教育部参事：宮野学欠席 課長補佐:久本裕 係長：鈴木健 

主査：佐藤章 主事：平山泰揮欠席 学校教育専門指導員：玉水透 

概 要 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 報告事項 

  ◆制服等の選定に係る「意見集約（投票）」の結果について 

【事務局説明概要】 

 ・資料 1 により，今回実施したアンケート投票の概要，デザインごとの総

得票数，投票者種別ごとの順位（例：保護者の最多得票数がどのデザ

インになっているか）を中心に説明。 

   【質疑等】 

・なし 

４ 協議事項 

 （１）制服・運動着・通学カバンの最終候補について（最終選定） 

【事務局説明概要】 

・「意見集約（投票）」結果を参考に，最終候補として 1 次選定品の中か

ら各 1 デザインを選定いただくよう説明。 
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【協議結果】 

【制服】最終候補 【運動着】最終候補 【通学カバン】最終候補 

  
 

デザイン❸ デザイン❶ デザイン❶ 

【協議状況】 事務局：⇒ 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○どのデザインにするか決定することが目的となる。まずは最終候補

の選定方法について決めていきたいと思う。皆さんご意見をお願い

する。 

◆石川部会員（志田小） 

 ○投票結果を見ると，あまり僅差という状況にはない。挙手による投

票で良いのではないか。 

◆川股部会員（志田小） 

 ○アンケートの結果をこのメンバーで覆していいのかどうかというの

があって，覆すのであれば余程の理由が必要と考える。特別ご異議

がないのであれば，アンケート結果のとおりで良いのではないか。 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○部会長という立場ではあるがお話させていただきたい。５校あるな

かで中学校は１校。中学校の中でもアンケート対象は１年生のみ。参

考として２年生，３年生の意見を聞いたところ，ほとんどがデザイン

❸だった。年齢が上がるにつれて，好むものが変わってくると話し

ていた。小学生が好むものと，各種大会等に出る中学生が好むもの

はずいぶん違うということをお伝えしたい。１年生から９年生まで同

じデザインを着るということの難しさを改めて実感した。最終的に

は挙手で決めることになると思うが，他にご意見はあるか。 

（意見なし） 

  それでは制服から決めていきたいと思う。挙手による投票でよろし

いか。 

（部会員了解） 

  それでは挙手をお願いする。 

（以下挙手投票結果） 
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デザイン❶  0 票 

デザイン❷  0 票 

デザイン❸ １５票 

  満場一致ということで，部会ではデザイン❸を最終候補として決定

する。 

  次に運動着の投票に移る。皆さん挙手をお願いする。 

（以下挙手投票結果） 

デザイン❶ 13 票 

デザイン❷  0 票 

デザイン❸  ２票 

◆柏倉部会員（高倉小） 

 ○先程の部会長の話は小学校と中学校で運動着を分けた方が良いと

いう子どもたちの声ということか。 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○分けた方が良いというところまでは子どもたちから出ていない。 

◆柏倉部会員（高倉小） 

 ○デザイン的に上の学年にふさわしいということなのか。 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○生徒たちはデザイン❸が中学生らしいという話をしていた。分けて

ほしいという部分は聞いていないし，そういう聞き方もしていない。 

◆柏倉部会員（高倉小） 

 ○例えばデザイン❶を小学生，デザイン❸を中学生とすることはでき

ないのか。やはり統一した方が良いのか。 

    ⇒プロポーザルを実施するにあたり，最終的に１デザイン１社を選定す

るという条件で事業者に参加いただいているため，その部分を変更

することは難しいと考える。 

◆柏倉部会員（高倉小） 

○了解した。 

◆齋藤部会長（西中） 

    ○こういう意見があった上で決まったということを 2/22 の準備員会

に報告したいと思う。その他ご意見あればお願いする。 

（意見なし） 

  それでは通学カバンに進む。投票に進んでよろしいか。 
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◆横堀部会員（西中） 

 ○デザイン❶は価格が一番高く９５００円だった。一番価格が低い❸は

７６００円で２０００円程度の開きがある。価格的な部分で何か意見

等はなかったか。 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○中学校では投票権のない２，３年生が❶がいいけど値段が高い，け

ど高校でも使えるなというような話をしていた。各小学校の様子を

お話いただければと思う。 

◆髙橋部会員（志田小） 

 ○子どもには中学生は通学カバンの他に必ず別のバックを持つので，

通学カバンは今のままで良いと言われた。 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○最終的に１つに決めるが，経過の議論は必要と考える。今，価格に

関する意見，２つ持つので今のものでも良いというような意見があ

った。他にご意見はないか。 

◆千坂部会員（高倉小） 

 ○デザイン❶はデザイン❷やデザイン❸のような校章等は入らないの

か。 

 ⇒プレゼンテーションの資料にあるが，プリントは可能。 

 ○それはプリントが入るということか。 

 ⇒現在行っているのは基本デザインの選定。最終的にデザインが決定

した後，その取扱業者と最終調整というような形で詳細を詰めてい

く。校章をプリントするかどうか，文字をプリントするかどうか部分

については部会で協議し，その結果を最終調整に反映させていくこ

とになる 

◆齋藤部会長（西中） 

 ○価格を明示してのアンケート投票だったので，わかった上での投票

ではあるが，部会でも議論したということは重要と考える。それでは

投票に移ってよろしいか。 

（部下員了解） 

  それでは挙手をお願いする。 

（以下挙手投票結果） 

デザイン❶ 9 票 

デザイン❷ 0 票 

デザイン❸ 6 票 

  デザイン❶を最終候補とすることで決定する。 

  ここが一番重要な所なので決定内容について再度確認する。 
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制服はデザイン❸に決定。意見はでなかったが，３デザインの中で最

も価格が高いものとなっている。この場でもっと協議した方が良いの

ではないかというようなことはないか。準備委員会に上げた方がい

いというようなことがあればご意見をお願いしたい。 

（意見なし） 

 それでは制服についてはデザイン❸ということでお願いする。 

次に運動着についてだが，デザイン❶とすることでよろしいか。 

（異議なし） 

  意見としては，私の方から中学校の２，３年生の声を参考としてお話

させていただいた部分と小学生と中学生で運動着を分けることがで

きないかというものがあった。その他ご意見はないか。 

（意見なし） 

 それでは，この意見を踏まえて準備委員会で報告させていただく。 

 次に通学カバンについて，最終的にデザイン❶ということになったが，

価格のことが話題に出たということで報告させていただく。 

 （２）制服の長袖シャツ・上履きの取扱いについて 

【事務局説明概要】 

   ・資料２により，以下の点について説明。今後に向け明確にしておく必

要があるという考えのもと協議をお願いした。 

    ①制服の長袖シャツ（ワイシャツ）について，制服メーカーの製品を指

定するか，安価な市販品もあるため指定せず自由とするか。 

    ②上履きについて，小学校は指定なし，中学校は指定ありという現行

のルールを継承するか，新たなルールを設定するか。 

   【協議結果】 

長袖シャツ 結論は出さず必要に応じて今後協議する 

上履き 

現行のルールとする（従来どおり） 

⇒１～６年生は指定なし 

⇒７～９年生は指定あり（従来の製品） 

   【協議状況】 事務局：⇒ 

◆齋藤部会長（西中） 

○それでは長袖シャツにいて協議を行う。制服メーカーの製品を指

定するのか，それとも推奨品に留めて白いワイシャツであればよし

とするのかということになる。ご意見をお願いする。 

    ◆横堀部会員（西中） 

     ○夏服の取扱いはどのようになっていたか。 
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     ⇒現在進めているプロポーザルでは，制服は冬服で選定を行うこと

としているため，夏服については協議していない。デザインが決ま

り取扱業者が決まった後，部会で協議しながらその取扱業者と調

整していくことになる。 

     ○今決めようとしているのは冬服に合わせるワイシャツをどうしよう

かということでよいか。 

     ⇒お見込みのとおり。趣旨としては，今後，制服等が決定し対外的に

周知した時に，市販のワイシャツはダメなのかといった疑問や質問

が出てくることが想定されることから，予め決めておきたいという

ことでご協議をお願いした。 

     ○現在，中学校では決まっているのか。 

◆齋藤部会長（西中） 

     ○運動着は，半袖は紺色であればなんでも良いという状況。ワイシャ

ツについては決まっているが，細かくチェックはしていない。 

      協議について，まずはメーカー品を推奨品という表現にして，あと

の細かいところは統合校がスタートしたらというようなこととして

はどうか。 

◆横堀部会員（西中） 

     ○ネクタイやリボンをつけるので襟とかも決めておいた方が良いので

はないかと思う。 

◆栗山部会員（西小） 

     ○今，中学校ではワイシャツも指定のワイシャツということだが，指定

にしなければならない理由は何かあるのか。 

◆齋藤部会長（西中） 

     ○西中はワイシャツではなくポロシャツになっている。女子はセーラ

ー服。 

◆栗山部会員（西小） 

     ○今回ワイシャツになるのでどうなのかという話で良いか。であれ

ば，ワイシャツはかなり汎用性が高く，いろいろな所でいろいろな

価格で売っているので，自由にすると選択肢も増えて，金額の面か

らも良いのではないかと考える。 

◆石川部会員（志田小） 

     ○漠然とワイシャツと言われても分からないので，制服メーカーの推

奨品を見せてもらって協議するのはどうか。何もなくて協議するの

は難しい。夏服の件も関係すると思う。漠然とした中で今日結論を

出すというのはできないと思う。 

◆齋藤部会長（西中） 

     ○状況から皆が納得する結論を出すのは難しいと思う。事務局どう

か。 

     ⇒今日結論が出なくても問題ない。 



7 

 

     ○皆さんの意見を尊重し，この場では結論を出さないということで

お願いする。 

      それでは上履きについて協議を行う。ご意見をお願いする。 

◆髙橋部会員（志田小） 

     ○小学生はだいたい金曜日に上履きを持って帰る。その時に靴の破

損に気づくので，月曜日までに準備すると思うと，指定品でも購入

できると思うが，厳しいのでは。 

◆齋藤部会長（西中） 

     ○小学生に指定品は難しいという趣旨で良いか。その他何かご意見

はないか。 

◆平栗部会員（東大崎小） 

     ○細かい部分になるが東大崎小学校では靴の底が黒だと床が汚れ

るということから，底の白い靴ということでお願いしている。 

◆横堀部会員（西中） 

○運動着は１年生～９年生まで同じということもあるので，これを機

に中学校も小学校のように上履き指定なしにしてはどうか。中学

生は部活で使う靴があるのでそれを上履きとしても良いのでは。 

◆栗山部会員（西小） 

○中学校で上履きを指定している理由がわかるといいのではないか

と思う。 

◆齋藤部会長（西中） 

○運動に適しているというのが理由。バレーシューズが悪いわけでは

ないが，激しい動きをしたときに，きちんと紐で縛れるものでない

と止まれない。そういったところが一番の理由。体育館の床を傷め

ないといった意味合いもある。色については何でも良いと考えてい

る。 

◆栗山部会員（西小） 

○そういった理由があるのであれば，自由にしてしまうと困るという

ことになるのでは。 

◆齋藤部会長（西中） 

     ○そういった部分はある。外靴でもバスケットシューズのようなハイ

カットのものは運動に適さないとしている。運動に適しているも

の，安全を確保できるものということでルールの設定は体育の方

から必ず出ると思う。総務部会で決められるのかと思う部分もあ

るが，現行のルールとするか新たなルールを設定するかの２択で決

を採り，あとは学校に任せるということでも良いのかなと思う。そ

れでよろしいか。 

（部会員了解） 

      それでは挙手をお願いする。 
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（以下挙手投票結果） 

現行のルール ７票 

新たなルール ６票 

      現行のルールとなった。この数も含めて準備委員会に報告したいと

思う。 

５ その他 

   【事務局説明概要】 

   ①本日の協議結果について 

    ・2/22 開催予定の準備委員会に報告する。 

    ・制服等の最終決定は準備委員会で行うため，場合によっては最終候

補以外のデザインに決定する可能性もある。 

   ②PTA 組織の再編について 

    ・1/18 開催の西中学区父母教師会連絡協議会で協議いただいた結

果，各校のPTA会長と教頭先生で協議を行い，当該連絡協議会で決

定することになった。 

    ・関連して3/7に各PTA会長を対象に事務局主催で勉強会を行う予

定。 

   ③閉校記念事業について 

    ・配布した参考資料により，補助金手続き等について説明。 

   【主な質疑】 事務局：⇒ 

   ◆齋藤部会長（西中） 

    ○PTA 組織については元々総務部会で検討することになっていたと

思うが，今の話だと，その部分がなくなって，総務部会は確認という

ような形の関わり方に変わったということで良いか。 

    ⇒そのようになる。PTA 組織の再編を総務部会の協議事項としてい

た部分については，学校統合に際して協議が必要な事項として認識

していだたくという意味合いが強かった。ご存じのとおり PTA 組織

は任意組織であり教育委員会が関わるような事案ではないにも関わ

らず，総務部会の協議事項としていたことで戸惑った方もいたと思

う。その部分は率直にお詫びしたい。協議にあたっては組織の長であ

る会長を抜きに協議を進めることはできないということ，また事務局

として協議に必要と思われる資料を準備し提供することは必要と考

えていたことから，連絡協議会の場でお話させていただいた。結果と

して，先ほど説明した内容で協議が行われる運びとなった。 

６ 閉会 

 


